







































































































































































































































































































































































































































































































































友 達 関 係 10.85（1.68） 11.67（ .78） 2.94＊＊
学 習 意 欲 10.37（1.42） 10.70（1.35） 1.25
学級の雰囲気 11.48（ .98） 12.00（ .00） 2.76＊
（　）内は標準偏差　＊p＜.05,　＊＊p＜.01
回 第１回 第２回 第３回
目標 54 99 100
仲直り 61 100 100
励まし 63 100 100
クラス遊び 64 99 100
支え合い 61 100 100
役割 60 96 100
仲間 61 99 100
尊重 61 96 99
聞く姿 勢 61 93 98
生活 55 99 100
ゆうき
チャレンジ
どんなときでも
元気
心を１つに
助け合う
見本になれる
みんななかよく
えがお
だれにでも
やさし く
図 16　アンケート結果を示す表
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が，今回の場合のようにレーダーチャートで一見分かりづらいときに，数値の表を示す方法も有効で
あることが分かった。
最後のスマイルタイムにおける児童の感想からは「パワーアッププロジェクトでは，みんなが役割
をもって一人ひとりが責任をもってがんばっていたから『役割』が 100になった」「毎日クラスみん
なで遊んでいるから『クラス遊び』がよくなった」「どんな時でもだれかが失敗したとき，『ドンマイ』
と言っているから『励まし』が高い」など，一つひとつの項目について分析したり，学級の成長を喜
んだりする意見もあったが，「3年生最後のスマイルタイム。司会も記録も自分たちでできたし，3学
期を振り返られてよかった。」「今日は全員が発表できてすごいと思った。」など最後のスマイルタイ
ムに対する思いも見られた。「『目標』についてたくさんの意見が出たのは，みんなが学級目標を大切
にしてきたからだと思う。」という意見もあった。そこで担任は児童に「1年間で学級目標は達成で
きましたか。できたと思う人？」と聞いた。全員が手を挙げる様子が観察された。3月末に書いたは
がき新聞には「学級目標達成！」「長縄の記録も伸びたし，みんなの絆も深まったし，3年生でやり
残したことはないと思います。私は，学級目標を達成できてとてもうれしいです。」「私は学級目標を
達成できたと思います。理由は，幼稚園交流や，MVPなどのアクションカードで色々なことをがん
ばり，色々なことが身についたからです。それに当り前のことを当たり前にできるようにもなったか
らです。4年生でも学級目標を達成したいです。」「学級目標があったからこそ，いろんな目標がたっ
せいできたんだと思います。」などの記述がみられた。児童のはがき新聞には，学級目標達成に向け
図 17　3月末に児童がかいた「はがき新聞」
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て学級のみんなで一生懸命にがんばり，そして見事達成した喜びや 4年生という次の学年への希望や
期待が表現されていた。
また，上でも述べた通り，今回は学級力向上プロジェクト（田中，2013）を参考にし，「学級力向上」
を「学級目標達成」に意味を置き換えて実践を行った。「『この学級でよかった』と思うことを発表し
ようの会」用の原稿において，ある児童が書いた文に次のような記述があった。「ぼくはパワーアッ
ププロジェクトが心にのこっています。理由は色いろ話し合い，色んな意見を出したり，全員が意見
を出したりして学級のことを決められたからです。（中略）パワーアッププロジェクトを通して学級
目標たっせいにぐんぐん近づいているのではないかと思ったので思い出にのこっています。なのでパ
ワーアッププロジェクトたっせいは，学級目標たっせいに等しいと思います。」この文の通り，今回
の実践は，学級力向上プロジェクトを自分たちの学級の実態や学級目標に合わせて効果的にアレンジ
して活用できた事例になったと考える。
最後の保護者会用に担任は，学級目標作成・決定から 3月までの児童のパワーアッププロジェクト
の様子について撮り溜めてきた写真をスライドショーにして用意した。写真と写真の間に，担任は児
童に対するこの 1年のがんばりを承認し，励ますメッセージを入れた。児童は時には爆笑し，時には
しんみり鑑賞し，終わったときには大きな拍手をして「アンコール！アンコール！」と盛り上がった。
保護者に見せた際は，爆笑・しんみりは児童と同様であったが，それ以外に涙も見られた。
（2）小学校中学年おけるアクションカード活用について
上記の（ウ）で挙げた「3年生卒業カウントダウンをしよう」は既成のアクションカードである「全
員で卒業カウントダウンをつくろう」を参考にして作成されている。小学校中学年の児童の発達段階
を考えた際，全員が自分でオリジナルのアクションカードを作成するのは困難ではないかということ
で，今回は既成のアクションカードを参考にしてもよいということにしたが，そうすることにより，
オリジナルのアクションカードを作成することができるようになった児童もおり，最終的には学級児
図 18　最後のスマイルタイム後のホワイトボード（3月末）
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童全員がアクションカード発表会でオリジナルのアクションカードを発表することができた。低学年
児童でもこれが可能かどうか，今後の課題としたい。
（3）生徒指導の視点で捉えた学級経営
藤原・井芹（2018）は「4月～5月の段階で，担任が児童の行動基準を評価的に指導するのではな
く，児童の意見から目標を抽出し，『皆で決めたものである』という共通認識を早いうちから意識づ
け，その目標に沿った行動を実行する児童をモデルにするよう全体を方向づけ，習慣化させるような
集団全体に対する自律性支援的な関わり方が有効」であり，また，そのことにより児童の学校生活に
対する意欲が高まるということを指摘している。これまで述べてきたように，本実践において作られ
た学級目標は児童にとって「活きる学級目標」となった。担任も児童への指導・援助をする際は学級
目標を大切にした。「先生はこう思うから，こうしよう。」というより「みんなで決めた学級目標を大
切にするには，どうしたらいいかな。」というように，学級目標を基盤とした指導・支援を常に意識
した。3学期に児童が書いた文には「『自分たちでクラスのことを決めるんだよ！！』とわたしたち
をささえてくれた○○先生，ありがとうございました。」という学級担任に向けた記述があったこと
からも，学級目標を基盤とした R-PDCAサイクルは，担任教師が児童や学級集団全体に対して自律
性支援を行っていく手法にもつながっていたことが推察される。また，自律性支援はその語の通り，
児童の自律性・主体性・意欲を高めると考えられる。6月（学級目標が完成し，それを意識して生活
し始めたころ）と 3月（最後のスマイルタイムを実施したころ）に実施した「学校生活意欲尺度」で
は，3月において「友達関係」「学習意欲」「学級の雰囲気」の平均値が全て上昇し，「友達関係」と
「学級の雰囲気」については有意差が確認され，学級目標の作成・決定した時期から，それを基にし
た R-PDCAサイクルによる学級づくりのまとめの時期の間に，児童の学校生活への意欲が高まった
ことが確認された。
生徒指導提要（文部科学省，2010）には，生徒指導は「学校生活が全ての児童生徒にとって有意義
で興味深く，充実したものになることを目指」していることがその意義として示されており，生徒指
図 19　既成のアクションカードとそれを参考にして作られた児童のアクションカード
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導について考える際，学校生活全体への意欲の高まりをその大きな目標の1つと捉えることができる。
本実践において，全員でつくった学級目標の達成に向けて意識を停滞させず，活性化させながら実施
した R-PDCAサイクルの取り組みが，児童の自律性を高めることにつながり，その結果，学級児童
の学校生活の意欲を高めることにつながったと考える。
つまり，以上の学級目標を基盤とした R-PDCAサイクルによる学級づくりが児童や学級集団全体
の自律性を高め，また，学校生活全体への意欲を高められたという点で，学級経営を充実させること
により，生徒指導の視点からも効果が挙げられたことが推察される。したがって本実践は，生徒指導
の基盤となる学級経営の，1つの効果的な実践事例となったではないかと考える。
【付記】
•本論文の一部は，第 16回日本教育カウンセリング学会研究発表大会にて発表されている。
• 本研究にご協力いただきました小学校の皆様，貴重なご助言を賜りました田中博之先生に感謝申し上げます。
また，査読者の先生方には貴重な助言をいただきました。深く感謝いたします。
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